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法律

政令

府令・
省令

家庭用品品質表示法

家庭用品の品質に関する表示の適正化を図り、一般消費者の利益を保護することを目的とする。

家庭用品品質表示法施行令

法律の対象となる範囲や手続き等を具体的に定めた施行令

【内閣府令】家庭用品品質表示法施行規則
→消費者庁長官・都道府県知事・市長の協議、報告書の提出等

告示 繊維製品品質表示規程

合成樹脂加工品品質表示規程

電気機械器具品質表示規程

雑貨工業品品質表示規程

【共管命令】家庭用品品質表示法に基づく申出の手続等を定める命令
→申出の手続き、立入検査身分証明書、条例等による適用除外等

【経産省令】家庭用品品質表示法の規定に基づく権限の委任に関する省令
→経済産業局長が行う事務

家庭用品品質表示法の概要
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※経済産業省との共管



事項名 規制改革の内容 実施時期

家庭用品品質表示の国
際整合化①（指定品目
の見直し）

政令で指定する品質表示義務がある品目につ
いて、社会の変化に柔軟かつ迅速に対応する
観点から、品目の指定の在り方を検討し、結
論を得る。

平成26年度検討・結論、
結論を得次第措置

家庭用品品質表示の国
際整合化②（表示内容
の見直し）

各品目の表示義務を、事業者の自主性を発揮
させるとともに、消費者にとって正しく分か
りやすい表示方法にする観点から、消費者が
理解可能な必要最低限の表示内容とする。

平成26年度検討開始、
平成26年度以降平成28
年度までに順次結論、
結論を得次第順次措置

家庭用品品質表示の国
際整合化③（表示・試
験方法の見直し、海外
への情報発信）

消費者の利益の擁護及び増進の観点を基本と
しつつ、事業者のグローバル展開の促進を一
層図るため、諸外国における表示制度を参考
として表示方法や試験方法を見直すとともに、
家庭用品品質表示法（下位規範を含む。）を
英文化する。

平成26年度検討開始、
平成26年度以降結論を
得次第順次措置

１．経緯

規制改革会議から家庭用品品質表示法の見直しに関して、平成26年6月24日に規制改革実施計画
として次の内容が閣議決定された。

２．規制改革実施計画における主な内容

家庭用品品質表示法に関する規制改革の閣議決定について

2



平成26年度に関係事業者等に対し、ヒアリング調査及び意見交換会を実施し、指定品目の一部
を内閣府令又は告示で定めることとする方向で合意を得た。
これを踏まえ、政令において全品目を指定することを改め、政令では主要な品目を定めるに留
め、その他の品目については内閣府令で定めることを内容とする政令を閣議決定できるよう準
備中である。

家庭用品品質表示の国際整合化①（指定品目の見直し）

規制改革に係る現在の進行状況
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政令で指定する品質表示義務がある品目について、社会の変化に柔軟かつ迅速に対応する観点
から、品目の指定の在り方を検討し、結論を得る。

対応状況

規制改革の内容

今後の見通し

政府部内の調整が整い次第、パブコメ等所要の手続きを経た上で、改正政令を公布・施行する。
また、個別の品目を定めた内閣府令を整備し、改正施行令と同時に施行する予定である。



規制改革に係る現在の進捗状況

家庭用品品質表示の国際整合化②（表示内容の見直し）

各品目の表示義務を、事業者の自主性を発揮させるとともに、消費者にとって正しく分かり
やすい表示方法にする観点から、消費者が理解可能な必要最低限の表示内容とする。

平成26年度に関係事業者等に対し、ヒアリング調査及び意見交換会を実施し、表示内容の見
直しに対するニーズを把握した。
これを踏まえ、平成27年度には、繊維製品、合成樹脂加工品、電気機械器具、雑貨工業品各
分野の事業者等と、専門的・技術的観点から実現可能性のある改正の方向性を具体的に検討
し、素案の策定を行うこととしている。

対応状況

規制改革の内容
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今後の見通し

その後、消費者等の意見を踏まえつつ、消費者委員会への諮問等、所要の手続きを経て、平
成28年度以降に順次告示の改正を行う予定である。



規制改革に係る現在の進捗状況

家庭用品品質表示の国際整合化③（表示・試験方法の見直し、海外への情報発信）

消費者の利益の擁護及び増進の観点を基本としつつ、事業者のグローバル展開の促進を一層図
るため、諸外国における表示制度を参考として表示方法や試験方法を見直すとともに、家庭用
品品質表示法（下位規範を含む。）を英文化する。

(1)衣類等の繊維製品の洗濯表示について、国際規格に合わせてJISが改正されたことに伴い、
繊維製品品質表示規程を平成27年3月に改正、公布した。
(2)電気冷蔵庫の表示について、国際規格に合わせてJISが改正されたことに伴い、電気機械器
具品質表示規程の改正作業を進めているところ。
(3)平成26年度に繊維製品品質表示規程の英訳を行い、平成27年度に公表した。
(4)国際整合化②の作業を進める中で、合わせて国際的な観点からの表示内容の見直しの要否
についても検討中。

規制改革の内容

対応状況
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今後の見通し

(1)平成28年12月の施行に向けて普及・啓発を行っていく。
(2)消費者委員会への諮問等所要の手続きを経て、平成28年3月の公布・施行を予定している。
(3)今後も順次英文化を行う予定。
(4)国際整合化②の作業に合わせて順次告示改正を行う予定。
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